
医 学 統 計 学 

 

教員名 

 医療統計学講座 

 教 授 下川 敏雄 

 

Ⅰ 授業の目的 

 統計学は、「Grammar of Science (科学の文法)」と呼ばれており、医学を含むすべての科学において重要で

ある。本科目では、統計学の基礎的な内容、とくに、統計的なデータの見方・表し方を理解する。また、表計

算ソフトを用いた計算方法についても学ぶ。 

 

Ⅱ 到達目標 

   1．記述統計学(平均、中央値、範囲、四分位範囲など)を説明でき、表計算ソフトで計算できる。 

   2．基本的なグラフ表示(データビジュアリゼーション)の適切な利用ができる。 

   3．確率の基礎について理解するとともに確率分布について説明できる。 

   4．推測統計学の基礎知識(母集団と標本、統計的推定、統計的検定など)が理解できる。 

   5．データの形式(尺度)について説明できる。 

   6．1標本における統計的推測(検定および推定)について理解するとともに、数値計算ソフトで計算できる。 

   7．対応のあるデータについて説明できるとともに、対応のある t標本を理解し、数値計算ソフトで計算できる。 

   8．独立 2標本における統計的検定(2標本 t検定)および母平均の差の区間推定を理解するとともに数値計算ソフト

で計算できる。 

   9．相関分析について理解するとともに因果関係と相関関係について説明できる。 

  10．回帰分析および関連する有意性検定について理解するとともに数値計算ソフトで計算できる。 

  11．クロス集計表およびカイ 2乗検定について理解するとともに数値計算ソフトで計算できる。 

  12．母比率の差の検定・推定およびオッズ比について理解するとともに表計算ソフトで計算できる。 

 

Ⅲ 教育内容 

  講義日程表を参照すること。 

 

Ⅳ 学習および教育方法 

  講義形式の授業、及び表計算ソフトを用いた実習を行う。実習毎に課題レポートを提出してもらう。また、中

間試験、期末試験を行う。 

 

Ⅴ 評価の方法 

  課題提出（40％）、中間試験（30％）、期末試験(30%)により評価する。 

＊ なお期末試験の点数の状況により、中間試験とのあいだで 10%程度の加重の変更がある。 

＊ 授業への出席が 2/3未満の場合、課題提出の評価点は 0点とする。 

 

Ⅵ 使用テキストおよび推薦する参考書 

  使用テキスト 

   「実践のための基礎統計学」下川敏雄 (講談社) 

    ＊ テキストの一部の内容を配布資料でフォローアップする。 

  参考書 

「改訂版 日本統計学会公式認定 統計検定 2級対応 統計学基礎」田中豊 中西寛子 姫野哲人 酒折文武  山

本義郎 (東京図書) 

「医学への統計学」丹後敏郎(著) 古川俊之(監) (朝倉書店) 

 

Ⅶ オフィスアワー 

  質問は授業前後に随時受け付ける。 
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講 義 日 程 表 

№ 月日 曜日 時限 項     目 担当教室 担当 

1 R7.9.5 （金） 3,4,5 イントロダクション・記述統計学の基礎 医療統計学 下川敏雄 

2 R7.9.12 （金） 3,4,5 確率および確率分布の基礎 医療統計学 下川敏雄 

3 R7.9.19 （金） 3,4,5 中間演習（小テスト） 医療統計学 下川敏雄 

4 R7.9.26 （金） 3,4,5 
推測統計学の導入・母平均・母分散・母比率の統

計的推定 
医療統計学 下川敏雄 

5 R7.10.3 （金） 3,4,5 統計的検定の基礎、1 標本における統計的検定 医療統計学 下川敏雄 

6 R7.10.10 （金） 3,4,5 
独立 2 標本と対応のある標本、2 標本 t検定・対応

のある t検定 
医療統計学 下川敏雄 

7 R7.10.24 （金） 3,4,5 
等分散性の検定・母比率の差の検定、2 標本の比

較における区間推定 
医療統計学 下川敏雄 

8 R7.10.31 （金） 3,4,5 クロス集計表とオッズ比、カイ 2 乗検定 医療統計学 下川敏雄 

9 R7.11.7 （金） 3,4,5 医学論文でみる実践事例・課題演習(推測統計学） 医療統計学 下川敏雄 

10 R7.11.14 （金） 3,4,5 中間演習（小テスト） 医療統計学 下川敏雄 

11 R7.11.21 （金） 3,4,5 相関分析 医療統計学 下川敏雄 

12 R7.11.28 （金） 3,4,5 回帰分析 医療統計学 下川敏雄 

13 R7.12.5 （金） 3,4,5 医学論文でみる実践事例・課題演習（相関と回帰） 医療統計学 下川敏雄 

14 R7.12.12 （金） 3,4,5 最終演習（小テスト） 医療統計学 下川敏雄 
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